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揚水調査を終了し、揚水調査により発生した地下水及び掘削現場からくみ上げた地下

水の処理を継続しています。揚水調査により発生した地下水及び掘削現場からくみ上げ

た地下水については環境基準まで浄化されたことを確認した後、現場で地下浸透を行っ

ています。対象となる地下水の処理は、まもなく終了いたしますので、今後の予定につき

ましては別途お知らせします。 

 
 
 
掘削現場における掘削作業は７月２１日に終了しました。下記のスケジュールにて、掘

削現場で作業を継続しますので、引き続き、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

○ １０月１日（土）～１０月１５日（土） ：土壌分級の粗破砕を小割機で行います。 

  
 

 

 

本年７～８月に実施した地下水モニタリング調査の結果を９月１６日に公表しました。 

Ａ・Ｂトラック地区の外縁に設置した２１カ所のモニタリング孔の地下水調査において、Ｂ

地区の南西部分の１孔から 0.004mg／㍑～0.040mg／㍑のジフェニルアルシン酸が検出

されました。これは、本年４月１８日報道発表の調査で既に検出が確認されていた１孔（Ｍ

－３）の周辺に新たに設置したモニタリング井戸のうち１孔（Ｍ－２０）から検出されたもの

です（図参照）。 
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 当面の対応としては、Ｍ－２０孔から、概ね２００～３００メートル圏内の地域について、

全ての飲用井戸の調査および井戸水の飲用自粛をお願いするとともに、仮設給水所を設

置したところです。飲用井戸の調査結果が出た後に、その後の対応を図ることにしていま

す。 

 

 

 お問い合せ・御質問は下記の窓口へ御連絡下さい。 
 日立造船 現場事務所    ０９０－３３５０―７６７９ 
 クボタ  現場事務所    ０９０－４７５２－５８５８ 
 環境省  環境リスク評価室 ０３－５５２１－８２６２ 
               （http://www.env.go.jp） 
  茨城県  環境対策課    ０２９－３０１－２９６６ 

  保健予防課    ０２９－３０１－３２１５ 
               （http://www.pref.ibaraki.jp） 
 神栖市  環境課      ０２９９－９０－１１４６ 

 (http://www.city.kamisu.ibaraki.jp） 


